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きざし 

国際ロータリー第２５６０地区 

2016‐17 年度 ガバナー 

田中 政春（長岡西 RC） 

厳しかった寒さも次第に緩みはじめ、三寒四温を繰り返しながら春へと向かう季節となりま

した。弥生、三月を迎え、皆さまいかがお過ごしでしょうか。 

弥生（やよい）という言葉は、「草木がいよいよ生い茂る月」という意味の「木草（きくさ）

弥（い）や生（お）ひ茂る月」が「やよい」となったそうです。弥生という言葉から新たな命

の息吹と「きっといいことがいっぱい始まる」気配を感じます。 

さて、今年度も残すところ 4ヶ月を切り、地区目標の達成度合いを確認し、特に会員増強の

地区目標「前年度末の 3％以上純増」の目標の高さをあらためて感じています。今年 1月末現

在の当地区の会員数は 2,132 名、純増 35 名、約 1.6%増となっています。会員増強の重要性に

ついては、皆さまも十分認識され、問題意識を持って各クラブで独自の取組みや活動をされて

いると思います。是非、今一度、クラブにおける職業分類や年齢構成などの現状を把握し、そ

して、入会候補の方々に、職業奉仕を中核とするロータリーの奉仕活動は、巡り巡っていずれ

は自分に還ってくるという奉仕活動の意義と、ロータリーは人生の宝となる素晴らしい出会

いの場であることを伝え、もう一押し、お誘いの声を掛けていただきたいと思います。 

春のきざしを感じる今、「萌し（きざし）」と「兆し（きざし）」、という言葉があります。草

木の芽吹きのように目に見える変化を「萌し」と言い、春分が近づくにつれて昼の時間が少し

ずつ長くなり、着実に春に向かっていくような移ろいゆく変化、目に見えない変化を「兆し」

と言うと、ある本に書かれていました。 

ジョン F．ジャーム RI 会長が会員増強について、「単にロータリアンの数を増やすことでは

なく、ロータリーによる善き活動をより多く実現させ、将来にロータリーのリーダーとなれる

ロータリアンを増やすことです。」と述べています。ロータリーの本質や将来を見据え、まさ

に「萌し」にとらわれることなく、「兆し」を感じる行動の大切さがわかります。私自身も「萌

し」に目を向けがちですが、「兆し」を感じるべく長期的な観点で地区目標の達成度合いを見

極めたいと思います。   

皆さま一人ひとりの行動から、きっといいことがいっぱい始まる「萌し」と、やる気のある

輝いた志をもった新しい仲間が増えていく「兆し」を感じる春の訪れを楽しみにしています。

季節の変わり目、皆様くれぐれもご自愛下さい。 
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この度の委員長セミナーには、米山記念奨学会事務局にいらっしゃる武本泰子さんからご講演を頂きまし

た。 

 ご自身も海外留学をご経験されて得た熱い想いを語って下さいました。 

 思えば私がロータリークラブに入会したきっかけは、米山記念奨学会に感銘を受けたことに始まります。 

 7 年ほど前、当社に中国人女性が新卒で入社致しました。大変明るくて健康的な彼女がその場にいるだけ

で、辺りがパッと華やぐような女性でした。入社して 1 カ月程経った頃、その彼女の口から、米山記念奨学

会？ロータリークラブ？といった聞き慣れない言葉が飛び出してきました。その時、初めてロータリークラ

ブという団体があることも知りました。 

 無償で奨学金を提供するそんな崇高な団体があるのだろうか？と正直驚き、同時にそんな素晴らしい活動

をしている団体なのに、我々庶民は何も知らない・・・・もっと多くの人がこの事実を知るべきではないだ

ろうか？？？と強く感じました。 

 その元奨学生であるフロント社員がきっかけで、ロータリーと出会い、今こうして米山記念奨学会の委員

をさせて頂いている事は非常に感慨深いです。 

 故米山梅吉氏が戦後の日本は世界に平和をアピールして生きて行くしかない、とお考えになり、その想い

が海外との架け橋になる若者への奨学制度になった経緯を知るほど、その志を正しく受け継いでいかなけれ

ばならないと感じます。 

 海外から日本に来られる勇気溢れる若者に、平和の国、日本を正しく理解してもらうためのお手本がロー

タリアンの諸先輩には沢山いらっしゃいます。奨学生に直接関わるのは、地区の委員よりクラブのロータリ

アンの皆さまですから、私は奨学生とロータリアンの架け橋になりたいと思います。奨学生にとって、ロー

タリアンに話しかけることは、海外に飛び出すより勇気のいることだそうですから。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２回米山記念奨学委員会委員長セミナーに

参加して 

国際ロータリー第２５６０地区 

米山記念奨学委員会 

寄付増進委員 小林 素子（新潟東 RC） 
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新年最初のオリエンテーションは、田中ガバナーと新保ガバナーエレクト、川瀬ガバナーノミニーに出席

頂き 1 年交換と夏期交換のオリエンテーションを実施しました。 

一年交換学生の参加者には韓国へ派遣予定の野口さん、ドイツに派遣予定の有田さん、カナダに派遣予定

の米山さんとそれぞれの保護者、スポンサークラブに出席頂きこれからの準備についてや注意点を重点にお

話しさせて頂きました。 

夏期交換学生の参加者は、永野さん、野口さんの保護者、スポンサークラブに出席頂きまして書類を確認

させていただき今後の注意事項と準備についてお話しました。 

市川さんはインフルエンザのため残念ながら出席できませんでしたがスポンサークラブの高田東ロータ

リークラブの古川国際奉仕副委員長に資料と書類の CD をお渡しし連絡事項をお伝えいただくようにお願

いしました。 

危機管理に関する注意事項に「ロータリーの 4D ルール」についてお話いたしました。 

「ロータリーの 4D ルール」を守ることは危険から自分を遠ざけることになり、安全に留学生活を過ごし

てもらうためには守ってもらわなければならない大切なルールです。この「ロータリーの 4D ルール」は全

世界のロータリー青少年交換の共通のルールとなっており万が一お酒などを進められたときには「ロータリ

ーの 4D ルール」のことを話して断るように指導いたしました。 

一年交換学生の皆さんには、パワーポイントを使った日本や新潟、自己紹介のプレゼンテーションの練習

をしました。野口さんは、韓国に留学ということで韓国語を使ったプレゼンテーションをしてくれました。

話している内容はわかりませんでしたが頑張って練習してきたことが伺えます。有田さんや米山さんも発表

していただきました。それぞれに言えることはもっと練習が必要と感じました。 

委員会の仕事としてはこれから出発する学生の安全を守り、来日してる学生の状況を把握し見護ることで

すが今回のオリエンテーションでその役目を十分に果たしていると感じました。今後とも青少年交換委員会

の活動にご理解とご協力をお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 月開催派遣学生オリエンテーション 

国際ロータリー第２５６０地区 

青少年交換委員長 本間 啓介（村上 RC） 
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２月１８日（土）新潟万代シルバーホテルにて「第２回ロータリー財団セミナー・補助金管理セミナー」

が行われました。 

セッション第一部は各小委員長から地区補助金の活用についての説明及び事例発

表を高田ロータリークラブからお願いし理解していただきました。続いて地区奨学生

制度についての説明の後、奨学生の体験談発表を長岡ロータリークラブ推薦

の山村 燿さんからイギリスサウサンプトン大学での留学された経験談を

話して頂き皆様が感激されました。グローバル補助金の活用についての説明

の後、事例発表を万代ロータリークラブからわかり易く発表して頂きまし

た。続いて、寄付・資金の現状と次年度の目標を伝えてもらい、ポール・ハ

リス・ソサエティの発表をした後に、ポリオプラスについての説明がなされ

ました。セッション第二部では資金管理ルールの説明を詳しくさせて頂きました。 

当日は、ロータリアン参加者全員が真剣にセミナーを聞いて

頂き途中退席もなく、大変白熱したセミナーになりガバナー及び委員長以下委

員全員大変喜ばしく、また頭の下がる思いでした。 

ここで、セミナーの纏めといたしまして、いくつか述べたいと思います。 

 

１．ロータリーは、中核的価値観 ― 親睦、奉仕、高潔性、多様性、リーダーシップ― を基本的スタンス

として、人と資金を集め、奉仕活動を行い、世界平和構築に貢献しようとする団体であります。 

２．従って、各クラブ会長さんは、人を集め（会員増強）、資金を集め（財団）、奉仕活動を行うことがお役

目と云えます。資金をどのように集め、どのように使い、どのように手続きを行うのかを研修することが、

本日の目的であります。 

３．クラブ会長さんに最も関心の高い地区補助金について、その留意点を挙げると つぎのとおりです。 

（１）地域ニーズに合った どのような奉仕活動に、汗を流すのか、その活動内容が原点であります。 

奉仕活動にはお金がかかる、そのお金を補助するのが地区補助金の考え方であります。 

（２）予算は地区 70％、クラブ 30％の割合で負担します。この 70％の部分が地区補助金であります。 

全国的には 50％：50％くらいと思われますが、地区 30％、クラブ 70％の地区もあります。 

（３）地区補助金は公的資金の性格を帯びますので、考え方には高潔性が求められ、使用手続きは厳格で

あります。クラブの利益、特定会員の利益を誘導しようとする考え方はチェックされることになります。 

（４）本日の財団セミナーへの出席は、地区補助金使用の条件であります。 

４．地域にとけ込み、地域ニーズを把え、地区補助金も使って奉仕活動に取り組む。その姿を地域の人々に

認知してもらい、ロータリーを理解してもらい、新しい会員を迎え、クラブ活性化へと向う。この循環が

重要であり、われわれの課題であろうと思われます。 

 

以上ですが、これからも、ロータリーは世界に地域に良いことをするために今後も皆様の絶大なるご協力を 

お願い致します。 

財団セミナーに寄せて 

国際ロータリー第２５６０地区 

ロータリー財団委員長 佐々木 昌敏（小千谷 RC） 



2016-17 Rotary International District2560 Governor's Monthly Letter 
 

 

5 

新入会員 紹介 （敬称略） 

 

 水 原 永松 健太郎 2017.01.11 今板温泉湯本舘 

新 潟 東 松岡 功太郎 2017.01.13 松岡功太郎法律事務所 

新 潟 北 齋 藤  潤 2017.01.16 新潟中央労務管理センター 

新 潟 北 大 橋  崇 2017.01.16 ㈱大橋商会 

三 条 梨本  次郎 2017.01.18 株式会社 梨本商店 

燕  浅野  智行 2017.02.15 株式会社 ホクエツ 

長 岡 鷲尾  達雄 2017.01.31 ㈱鷲尾 

柏 崎 出口  正彦 2017.02.01 ㈱東京エネシス原子力本部 新潟支社 

高 田 山崎  公一 2017.01.06 (株)NTT 東日本-関信越新潟営業部 

高 田 吉原  耕一 2017.01.13 (有)長養館 
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       （354 号）  

   
「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用に備えており 
ます。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料についてはコピー 
サービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用いただけます。クラブ事務所にはロ 
ータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下資料のご紹介を致します。 

忘れ得ぬロータリアン（３） 
              
 ◎「ロータリーの黎明 ポール・ピー・ハリス」        宮脇 冨  1967   3p 
 ◎「第1号ロータリークラブ誕生 シルベスター・シール」    宮脇 冨  1967   3p 
 ◎「ロータリーと歌 ハリー・ラッグルス」          宮脇 冨  1967   3p 
 ◎「ラッグルスの回顧録」                  宮脇 冨  1967   3p 
 ◎「冒険と挑戦 チェスリー R・ペリー」            宮脇 冨  1967   3p 
 ◎「ロータリー定礎の三人」           塚本義隆編 大阪R. C 1979  42p 
 ◎「献身的ロータリアン群像」                松本兼二郎 1979   8p 
 ◎「我が自叙伝」       ハーバート J. テーラー著；菅野多利雄訳   1990  219p 
 ◎「ロータリー財団の父 アーチ C．クランフの人となり」   鳴海淳郎  2000   9p 
 ◎「奉仕理念の提唱者 アーサー・フレデリック・シェルドン」  田中 毅  2002  85p  
                                                      〔上記申込先：ロータリー文庫] 

 

  ロータリー文庫  

〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階  TEL（03)3433-6456・FAX（03)3459-7506   
http://www.rotary-bunko.gr.jp  開館＝午前 10 時～午後 5 時  休館＝土・日・祝祭日 

http://www.rotary-bunko.gr.jp/

